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み
ん
な
の
公
共
交
通

　

公
共
交
通
は
、
み
ん
な
が
安
心
し
て

利
用
で
き
る
乗
り
物
で
す
。
し
か
し
、

最
近
は
マ
イ
カ
ー
利
用
者
の
増
加
や
、

人
口
減
少
に
よ
る
通
勤
・
通
学
客
の

減
少
な
ど
の
理
由
で
、
公
共
交
通
を

利
用
す
る
人
が
減
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
ま
ま
利
用
者
が
減
る
と
、
路
線
の

廃
止
・
減
便
な
ど
、
ど
ん
ど
ん
不
便

に
な
り
、
10
年
後
、
20
年
後
に
公
共

交
通
を
残
せ
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

「車
の
ほ
う
が
気
軽
で
便
利
だ
か
ら
」

と
、
マ
イ
カ
ー
を
利
用
し
て
い
る
方

も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

車
で
の
移
動
は
気
軽
で
便
利
で
す
が
、

一
方
で
全
国
的
に
高
齢
者
の
運
転
に

よ
る
交
通
事
故
が
相
次
ぎ
、
運
転
免

許
証
の
自
主
返
納
が
増
え
て
き
て
い

ま
す
。
い
ざ
免
許
を
返
納
し
て
も
、

そ
の
時
に
公
共
交
通
が

「
み
ん
な
が

安
心
し
て
頼
れ
る
」
も
の
で
な
く
て

は
な
り
ま
せ
ん
。

　

学
生
な
ど
運
転
免
許
証
を
持
っ
て
い

な
い
方
、
免
許
を
返
納
し
た
方
、
み

ん
な
が
頼
れ
る
交
通
手
段
を
未
来
に

残
し
て
い
く
た
め
に
は
、
も
っ
と
多

く
の
方
に
、
公
共
交
通
を
利
用
し
て

も
ら
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

公共交通

　
あ
な
た
は
普
段
、バ
ス
や
鉄
道
、タ
ク
シ
ー
、フ
ェ

リ
ー
な
ど
の
公
共
交
通
を
使
っ
て
い
ま
す
か
？

　
近
年
、
本
市
で
は
公
共
交
通
利
用
者
数
が
減
少

し
、
鉄
道
の
廃
線
危
機
や
バ
ス
路
線
の
廃
止
な
ど

の
問
題
が
出
て
き
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
市
や
事
業
者
に
よ
る
、
公
共
交
通
を

未
来
に
残
す
た
め
の
取
組
を
紹
介
し
ま
す
。

未
来
へ
つ
な
ぐ
公
共
交
通

問交通政策課　☎ 435-1016

こ
れ
か
ら
に
向
け
て

　

し
か
し
、
そ
う
は
言
っ
て
も
、
現
状

の
公
共
交
通
に
改
善
が
必
要
な
部
分

が
あ
る
の
も
事
実
で
す
。

　

現
在
、
各
交
通
事
業
者
で
は
、
も
っ

と
多
く
の
方
に
利
用
し
て
も
ら
う
た

め
に
、
利
便
性
向
上
や
沿
線
地
域
の

活
性
化
へ
の
様
々
な
取
組
を
行
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
本
市
で
も
昨
年
３

月
に
公
共
交
通
で
は
初
め
て
と
な
る

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

（基
本
計
画
）
を
策

定
し
ま
し
た
。
こ
の
計
画
で
は
、
地

域
に
と
っ
て
望
ま
し
い
公
共
交
通
網

の
姿
を
、
事
業
者
や
市
民
の
皆
さ
ん

と
一
緒
に
明
ら
か
に
し
て
い
き
ま
す
。

同
時
に
、
IC
カ
ー
ド
導
入
支
援
な
ど
、

利
便
性
向
上
へ
の
取
組
や
交
通
網
が

行
き
届
い
て
い
な
い
地
域
の
移
動
手

段
の
確
保
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

一
度
、
乗
っ
て
み
ま
せ
ん
か

　

沢
山
の
方
が
乗
れ
ば
乗
る
ほ
ど
、
事

業
者
の
経
営
が
改
善
さ
れ
て
、
ど
ん

ど
ん
便
利
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。
事
業

者
や
市
も
、
そ
の
好
循
環
を
目
指
し

て
、
様
々
な
取
組
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

あ
な
た
も

「久
し
ぶ
り
に
」
と
行
楽

気
分
で
一
度
乗
っ
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。
あ
な
た
が
最
後
に
乗
っ
た

あ
の
日
よ
り
も
、
意
外
に
便
利
に
な
っ

て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

公共交通を未来へ残すために

　乗客数の減少や、運転手不足などの理由から、このま

まだと現行路線の維持が厳しい状態になっていますが、

この状況を改善するため、 ４月からは IC カードの導入、

ノンステップバスの増加など、利便性の向上に取り組ん

でいます。

　また、小学生向けの「バス

の乗り方教室」など、バスに

親しみを持ってもらえるよう

な取組も実施しています。

和歌山バス／和歌山バス那賀
～もっと便利に、利便性の向上へ～

　ネコの駅長「たま」や様々な

デザイン電車など個性的な取組

が話題の貴志川線。しかし最近

は、台風等の災害や通勤通学客

の減少で厳しい経営状態にあり

ます。そこで、貴志川線の現状を伝え、永続していくために、

昨年８月に「キシカイセイプロジェクト」を発足。沿線の

皆様に年に「あと 5 回」乗っていただく運動や、電車のリ

ニューアル発表をはじめ、様々な施策を企画しています。

和歌山電鐵貴志川線
～キシカイセイを目指して～

木
き

村
むら

  幹
みき

生
お

 さん
（貴志川線の未来を“つくる”会代表）

　

年
間
208
万
人
の
移
動
手

段
と
し
て
、
貴
志
川
線
は
な

く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
し
か

し
そ
の
運
営
は
、
行
政
の
支

援
が
あ
っ
て
も
厳
し
い
も

の
で
す
。
永
続
に
は
乗
客
の

増
加
が
必
要
で
す
。
私
た
ち

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
共
に
、
ご

支
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

佐
さ

々
さ

木
き

  亮
りょう

 さん
（南海電気鉄道　営業課）

　

「
め
で
た
い
で
ん
し
ゃ
」

を
主
軸
と
し
、
地
元
小
学

校
と
の
壁
画
制
作
や
地
域

住
民
を
交
え
た
イ
ベ
ン
ト

な
ど
、
地
域
一
体
と
な
っ

て
、
加
太
沿
線
を
盛
り
上

げ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
「
め

で
た
い
で
ん
し
ゃ
」
で
ご

利
益
い
っ
ぱ
い
の
沿
線
の

街
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　沿線企業・学校等と協力し、「ぼくらの

和歌山線活性化プロジェクト『ワカカツ』」

を発足。沿線の高校生が主体となり、列

車内でのコンサートや創作作品を駅で展

示する「アートトレイン」など、他団体

と連携し、地域の方と一緒に多数のイベ

ントを実施しています。

JR 和歌山線
～和歌山線と沿線地域の未来へ『ワカカツ』～

島
しま

田
だ

  真
ま

衣
い

 さん
（JR 西日本和歌山支社　総務企画課）

　

新
型
車
両
や
IC
の
導
入

な
ど
で
利
便
性
を
向
上
す

る
と
と
も
に
、『
ワ
カ
カ
ツ
』

を
通
じ
、
通
勤
通
学
以
外

で
も
楽
し
ん
で
鉄
道
を
ご

利
用
し
て
い
た
だ
け
る
よ

う
、
沿
線
の
皆
様
と
一
緒

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

Facebook

で
も
そ
の
様
子

を
更
新
し
て
い
ま
す
の
で

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　加太・磯ノ浦の魅力を発信し、地域住民と一緒に加太

線沿線全体を盛り上げる目的で、2014 年に「加太さかな

線プロジェクト」をスタート。話題の「めでたいでんしゃ」

のほか、高校生が加太の木材を使っ

て制作した駅名看板の設置な

ど、地域と連携して沿線を盛

り上げています。

南海電気鉄道加太線
～「さかなのまち」を全国に発信～
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デザイン：水戸岡 鋭治デザイン：水戸岡 鋭治 乗って残そう

公共交通４つのメリット
①自由な時間　
　読書や音楽鑑賞など、自由に
過ごすうちに目的地に到着。時
間を有効活用できます。

②安心・安全な移動　
　通勤通学の時間は事故も起こり
やすいですが、公共交通なら安心・
安全に移動でき、雨や風の日も快適です。

③環境に優しい
　輸送量あたりのCO2排出量（g-
CO2/人 km）が、自家用車と比べ、
バスが半分以下、鉄道は7分の1以下です。

④健康にいい
　自家用車よりも歩く機会が多
い公共交通。日常的な運動が増
え、健康的な毎日に。

豊
とよ

田
た

  恭
やす

之
ゆき

 さん
（和歌山バス　営業課）

　

地
域
の
身
近
で
安
心
安

全
な
移
動
手
段
と
し
て
の

誇
り
を
も
っ
て
仕
事
を
し

て
い
ま
す
。
で
す
が
今
、

運
転
手
不
足
が
深
刻
で
す
。

地
域
貢
献
の
実
感
を
持
て

る
素
敵
な
仕
事
で
す
。
興

味
の
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
一

度
お
問
い
合
わ
せ
を
お
願

い
し
ま
す
。

「ワカカツ」
Facebook
ページ

事業者たちの挑戦
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も っ と 便 利 に ！ 快 適 に

和
歌
山
バ
ス
／
和
歌
山
バ
ス
那
賀
　

・
IC
カ
ー
ド
導
入  

・
バ
ス
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム  

●
４
月
１
日
か
ら
、
便
利
な
IC
カ
ー
ド

が
導
入
さ
れ
ま
す
。
全
国
相
互
利
用
で

き
る
交
通
系
IC
カ
ー
ド
も
利
用
で
き
、

「
ピ
ッ
」
と
か
ざ
す
だ
け
で
乗
り
降

り
が
快
適
で
す
。
そ
れ
に
伴
い
、
本

市
の
元
気
70
パ
ス
・
福
祉
バ
ス
カ
ー

ド
も
IC
カ
ー
ド
化
し
ま
す
。

●
昨
年
、
運
行
情
報
が
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
で
リ
ア
ル

タ
イ
ム
に
確
認
で
き
る
「
バ
ス
ロ
ケ
ー

シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
」
を
導
入
。
各
バ
ス

停
に
QR
コ
ー
ド
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

問
和
歌
山
バ
ス  

営
業
課　

☎
４
４
５
・
６
２
７
８

地
域
バ
ス   

デ
マ
ン
ド
型
乗
合
タ
ク
シ
ー  

　

現
在
、
地
域
住
民
が
主
体
と
な
っ

て
、
紀
三
井
寺
団
地
で
地
域
バ
ス

（
右
）、
加
太
で
は
デ
マ
ン
ド
型
乗
合

タ
ク
シ
ー
（
左
）
を
運
行
し
て
い
ま

す
。
今
後
は
、地
域
の
特
性
を
踏
ま
え
、

特
に
交
通
確
保
の
必
要
性
が
高
い
エ

リ
ア
等
か
ら
、
交
通
手
段
を
検
討
し

て
い
き
ま
す
。

問
交
通
政
策
課
☎
４
３
５
・
１
０
１
６

UD
タ
ク
シ
ー
導
入
促
進
　  

　

高
齢
者
や
車
い
す
使
用
者
な
ど
、
誰
も
が

利
用
し
や
す
い
UD
タ
ク
シ
ー
（
ユ
ニ
バ
ー

サ
ル
デ
ザ
イ
ン
タ
ク
シ
ー
）
へ
の
代
替
を

促
進
し
、
誰
も
が
公
共
交
通
の
利
用
を
ス

ム
ー
ズ
に
行
え
る
よ
う
に
し
ま
す
。

問
交
通
政
策
課
☎
４
３
５
・
１
０
１
６

南
海
フ
ェ
リ
ー

「
フ
ェ
リ
ー
あ
い
」
就
航
　

　

新
造
船
「
フ
ェ
リ
ー
あ
い
」
が
12
月
15

日
か
ら
就
航
し
て
い
ま
す
。
女
性
専
用
席
や
、

イ
ン
ス
タ
映
え
す
る
外
観
・
内
装
な
ど
、
工
夫

を
凝
ら
し
た
空
間
と
船
旅
を
楽
し
め
ま
す
。

問
南
海
フ
ェ
リ
ー　

☎
４
２
２
・
２
１
５
６

JR
和
歌
山
線

IC
カ
ー
ド
利
用
範
囲
拡
大      

　  

　

３
月
14
日
か
ら
、
和
歌
山
線
全
線
と
、
き
の

く
に
線
海
南
駅
～
紀
伊
田
辺
駅
ま
で
の
全
駅
で

交
通
系
IC
カ
ー
ド
が
使
え
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。ICO

CA

定
期
券
も
使
え
る
よ
う
に
な
り
、

通
勤
通
学
が
更
に
便
利
に
な
り
ま
す
。

問
JR
西
日
本
お
客
様
セ
ン
タ
ー
☎
０
５
７
０
・

０
０
・
２
４
８
６

現行のバスカード
（磁気カード）

新バスカード
（ICカード）

１１  使用方法
①乗るときにタッチ

　IC 読み取り機にカードをか
ざし、「ピッ」という電子音が
鳴るまでしっかりとタッチし
てください。

　運転手に本人確認の提示※をしたう
えで、乗車時と同じように IC カードを
読み取り機にタッチしてください。

※本人確認として、70 パス利用者は老人
優待利用券を、福祉バスカード利用者は
障害者手帳等を必ず提示してください。

②降りるときにタッチ

２２ チャージ機能を使えば、降車時の現金支払いが不要です。

・チャージとは IC カードに専用の機械やソフトを使って事前に入金することです。

・チャージは和歌山バスの市内営業所、定期券売り場及びバス車内でできます。

・チャージをせずにこれまでどおり現金（市内１乗車 100 円）でお支払いいただくことも可能です。

３３ 使用期限は無し。翌年度以降もそのまま使用できます。

４４ バスカードを紛失した場合、再交付が可能となります。
　受付場所は市役所窓口のみ。支所・連絡所ではお手続きできません。紛失したバスカードにチャー

ジ残額がある場合、現金で払戻しできます。〈市役所でのお手続きのあと、和歌山バス（営業所または

定期券売り場）に行っていただく必要があります〉

    ４月から和歌山バス／和歌山バス那賀の
IC カード導入にともない、元気 70 パス（高
齢者用バスカード）と、福祉バスカード（障
害者用バスカード）が IC カード化し、使い
方や機能が変わります。
　なお、配布手続き等の詳細については、
次の６～７ページをご覧ください。

ピッ！

ピッ！

▶「ピーー」という長い音
や、「ピピピピッ」という警
告音が鳴った時は、一度カー
ドを離してからもう一度タッ
チしてください。
▶他の IC カードや、電波を
妨げるものと一緒にタッチし
ないでください（正しく読取
りしないことがあります）。

問�〈元気70パスについて〉高齢者・地域福祉課��☎ 435-1063�
〈福祉バスカードについて〉障害者支援課☎435-1060、保健対策課☎488-5117
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事業者等での新たな取組や新サービスを紹介します。詳細は各事業者や担当課までお問い合わせください。

未
来
に
残
す
た
め
に

　
昨
年
３
月
に
公
共
交
通
と
し
て
初
め
て
の

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
で
あ
る
「
和
歌
山
市
地
域

公
共
交
通
網
形
成
計
画
及
び
和
歌
山
市
都
市
・

地
域
総
合
交
通
戦
略
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

　
今
後
、
中
心
拠
点
と
地
域
拠
点
か
ら
な
る
コ

ン
パ
ク
ト
な
ま
ち
づ
く
り
と
連
携
し
て
、
中
心

と
地
域
の
拠
点
を
結
ぶ
基
幹
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
軸
に
、「
誰
も
が
安
心
安
全
に
移
動
で
き
る

便
利
で
持
続
可
能
な
公
共
交
通
網
」
の
実
現
を

事
業
者
や
市
民
の
皆
様
と
一
緒
に
目
指
し
て

い
き
ま
す
。

　
も
っ
と
多
く
の
方
が
公
共
交
通
を
利
用
す

る
こ
と
。
そ
れ
が
公
共
交
通
の
維
持
に
つ
な
が

る
第
一
歩
で
す
。
普
段
公
共
交
通
を
利
用
さ

れ
て
い
な
い
方
も
、
買
い
物
な
ど
日
頃
の
お

出
か
け
の
時
に
、
た
ま
に
は
公
共
交
通
を
使
っ

て
み
ま
せ
ん
か
。
み
ん
な
が
安
心
し
て
頼
れ
る

交
通
手
段
を
ず
っ
と
未
来
に
残
し
て
い
く
た

め
に
、
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（例）70 パスの場合

※チャージは元気 70 パスのみ。福祉バスカードにチャージ機能はありません。

が IC カード化します！・元気 7
なな

0
まる

パス（高齢者用バスカード）

・福祉バスカード（障害者用バスカード）

バスロケーション
システム


